
行
政
不
服
審
査
法
及
び
行
政
不
服
審
査
法
の
施
行
に
伴
う
関
係
法
律
の
整
備
等
に
関
す
る
法
律
の
施
行
に
伴
う
防
衛
省
関
係
省
令
の
整
備
等
に
関
す
る
省

令
案

新
旧
対
照
条
文

目
次

○

日
本
国
と
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
と
の
間
の
相
互
協
力
及
び
安
全
保
障
条
約
第
六
条
に
基
づ
く
施
設
及
び
区
域
並
び
に
日
本
国
に
お
け
る
合
衆
国
軍
隊
の
地
位

・
・
・

に
関
す
る
協
定
の
実
施
に
伴
う
土
地
等
の
使
用
等
に
関
す
る
特
別
措
置
法
施
行
規
則
（
昭
和
二
十
七
年
総
理
府
令
第
三
十
号
）
（
第
一
条
関
係
）

１

○

連
合
国
占
領
軍
等
の
行
為
等
に
よ
る
被
害
者
等
に
対
す
る
給
付
金
の
支
給
に
関
す
る
法
律
施
行
規
則
（
昭
和
三
十
六
年
総
理
府
令
第
六
十
二
号
）
（
第
二

・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・

条
関
係
）

３

・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・

○

若
年
定
年
退
職
者
給
付
金
に
関
す
る
省
令
（
平
成
二
十
一
年
防
衛
省
令
第
五
号
）
（
第
三
条
関
係
）

５
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○

日
本
国
と
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
と
の
間
の
相
互
協
力
及
び
安
全
保
障
条
約
第
六
条
に
基
づ
く
施
設
及
び
区
域
並
び
に
日
本
国
に
お
け
る
合
衆
国
軍
隊
の
地
位
に

関
す
る
協
定
の
実
施
に
伴
う
土
地
等
の
使
用
等
に
関
す
る
特
別
措
置
法
施
行
規
則
（
昭
和
二
十
七
年
総
理
府
令
第
三
十
号
）
（
第
一
条
関
係
）

（
傍
線
部
分
は
今
回
改
正
部
分
）

改

正

案

現

行

（
事
件
の
送
致
の
申
立
書
の
様
式
）

第
十
五
条

法
第
二
十
二
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
る
申
立
書
の
様
式
は
、
別

（
新
設
）

記
様
式
第
十
三
号
と
す
る
。

（
収
用
委
員
会
の
送
付
書
類
）

（
収
用
委
員
会
の
送
付
書
類
）

第
十
六
条

法
第
二
十
二
条
第
四
項
又
は
第
二
十
三
条
第
六
項
の
規
定
に
よ

第
十
五
条

法
第
二
十
二
条
第
三
項
又
は
第
二
十
三
条
第
六
項
の
規
定
に
よ

り
収
用
委
員
会
が
防
衛
大
臣
に
送
付
す
べ
き
書
類
は
、
次
の
各
号
に
掲
げ

り
収
用
委
員
会
が
防
衛
大
臣
に
送
付
す
べ
き
書
類
は
、
次
の
各
号
に
掲
げ

る
も
の
と
す
る
。

る
も
の
と
す
る
。

一
・
二

（
略
）

一
・
二

（
略
）

三

送
致
事
件
に
つ
い
て
地
方
防
衛
局
長
か
ら
提
出
さ
れ
た
法
第
二
十
二

三

送
致
事
件
に
つ
い
て
地
方
防
衛
局
長
か
ら
提
出
さ
れ
た
行
政
不
服
審

条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
事
件
の
送
致
の
申
立
書

査
法
（
昭
和
三
十
七
年
法
律
第
百
六
十
号
）
第
七
条
の
規
定
に
よ
る
異

議
申
立
書

四
～
六

（
略
）

四
～
六

（
略
）

（
防
衛
大
臣
へ
の
事
件
の
送
致
の
公
告
）

（
防
衛
大
臣
へ
の
事
件
の
送
致
の
公
告
）

第
十
七
条

法
第
二
十
二
条
第
五
項
の
規
定
に
よ
る
公
告
は
、
当
該
公
告
を

第
十
六
条

法
第
二
十
二
条
第
四
項
の
規
定
に
よ
る
公
告
は
、
当
該
公
告
を

し
よ
う
と
す
る
収
用
委
員
会
の
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
次
の
各
号
に
掲
げ

し
よ
う
と
す
る
収
用
委
員
会
の
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
次
の
各
号
に
掲
げ

る
事
項
に
つ
い
て
行
う
も
の
と
す
る
。

る
事
項
に
つ
い
て
行
う
も
の
と
す
る
。

一
～
三

（
略
）

一
～
三

（
略
）

（
証
票
の
様
式
）

（
証
票
の
様
式
）

第
十
八
条

法
第
二
十
五
条
第
二
項
に
お
い
て
準
用
す
る
土
地
収
用
法
第
六

第
十
七
条

法
第
二
十
五
条
第
二
項
に
お
い
て
準
用
す
る
土
地
収
用
法
第
六

十
五
条
第
三
項
の
規
定
に
よ
る
証
票
の
様
式
は
、
別
記
様
式
第
十
四
号
と

十
五
条
第
三
項
の
規
定
に
よ
る
証
票
の
様
式
は
、
別
記
様
式
第
十
三
号
と

す
る
。

す
る
。
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第
十
九
条
～
第
二
十
六
条

（
略
）

第
十
八
条
～
第
二
十
五
条

（
略
）

様
式
第
十
三
号
（
第
十
五
条
関
係
）

（
新
設
）

事
件
の
送
致
の
申
立
書

年

月

日

防
衛
局
長

氏

名

,

収
用
委
員
会
殿

年

月

日
に
裁
決
を
申
請
し
ま
し
た
事
件
に
つ
い
て
、
左
記

に
よ
り
、
日
本
国
と
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
と
の
間
の
相
互
協
力
及
び
安
全
保
障

条
約
第
六
条
に
基
づ
く
施
設
及
び
区
域
並
び
に
日
本
国
に
お
け
る
合
衆
国
軍

隊
の
地
位
に
関
す
る
協
定
の
実
施
に
伴
う
土
地
等
の
使
用
等
に
関
す
る
特
別

措
置
法
第
二
十
二
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
申
立
て
を
し
ま
す
。

記

送
致
事
件
に
係
る
起
業
者
の
緊
急

裁
決
の
申
立
て
の
対
象
と
な
っ
た

土
地
の
所
在
、
地
番
及
び
地
目
等

事
件
の
送
致
を
申
し
立
て
る
理
由

別
記
様
式
第
十
四
号
（
第
十
八
条
関
係
）

（
略
）

別
記
様
式
第
十
三
号
（
第
十
七
条
関
係
）
（
略
）
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○

連
合
国
占
領
軍
等
の
行
為
等
に
よ
る
被
害
者
等
に
対
す
る
給
付
金
の
支
給
に
関
す
る
法
律
施
行
規
則
（
昭
和
三
十
六
年
総
理
府
令
第
六
十
二
号
）
（
第
二
条
関

係
）

（
傍
線
部
分
は
今
回
改
正
部
分
）

改

正

案

現

行

様式第３号（第４条関係）

被 害 者 等 給 付 金 認 定 書

請求者： 認定年月日：平成 年 月 日

住 所 認 定 番 号： 号

氏 名 殿 （認定権者）

平成 年 月 日付けで請求 官 職

印のあつた給付金の支給について、下記 氏 名 ○

のとおり認定する。

支給を受け

ることがで

きる給付金

の種類及び

額

備考 １ この認定に不服があるときは、行政不服審査法（昭和 年法律第 号）37 160

、 、の規定により この認定書を受けた日の翌日から起算して 日以内に書面で60

防衛大臣に不服の申立てをすることができます。なお、認定があったことを知

った日の翌日から起算して 日以内であっても、認定の日の翌日から起算し60

て１年を経過したときは不服の申立てをすることができなくなります。

37２ この認定の取消しを求める訴訟を提起する場合は 行政事件訴訟法 昭和、 （

年法律第 号）の規定により、この認定があったことを知った日から６ヶ月139

12以内に 国を被告として 訴訟において国を代表する者は法務大臣 同法第、 （ ）、

条に規定する裁判所に処分の取消しの訴えを提起することができます。なお、

認定があったことを知った日から６ヶ月以内であっても、認定の日から１年を

経過した場合には処分の取消しの訴えを提起することができなくなります。

様式第３号（第４条関係）

被 害 者 等 給 付 金 認 定 書

請求者： 認定年月日：平成 年 月 日

住 所 認 定 番 号： 号

氏 名 殿 （認定権者）

平成 年 月 日付けで請求 官 職

印のあつた給付金の支給について、下記 氏 名 ○

のとおり認定する。

支給を受け

ることがで

きる給付金

の種類及び

額

備考 １ この認定に不服があるときは、行政不服審査法（平成 年法律第 号）の26 68

規定により、この認定書を受けた日の翌日から起算して３月以内に書面で、防

衛大臣に審査請求をすることができます。なお、認定があったことを知った日

の翌日から起算して３月以内であっても、認定の日の翌日から起算して１年を

経過したときは審査請求をすることができなくなります。

37２ この認定の取消しを求める訴訟を提起する場合は 行政事件訴訟法 昭和、 （

年法律第 号）の規定により、この認定があったことを知った日から６月以139

12内に、国を被告として（訴訟において国を代表する者は法務大臣 、同法第）

条に規定する裁判所に処分の取消しの訴えを提起することができます。なお、

認定があったことを知った日から６月以内であっても、認定の日から１年を経

過した場合には処分の取消しの訴えを提起することができなくなります。
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様式第４号（第４条関係）

被 害 者 等 給 付 金 却 下 書

請求者： 却下年月日：平成 年 月 日

住 所 却 下 番 号： 号

氏 名 殿 （認定権者）

平成 年 月 日付けで請求の 官 職

印あった給付金の支給について、下記のと 氏 名 ○

おり却下する。

却下の

理 由

備考 １ この認定に不服があるときは、行政不服審査法（昭和 年法律第 号）37 160

、 、の規定により この却下書を受けた日の翌日から起算して 日以内に書面で60

防衛大臣に不服の申立てをすることができます。なお、認定があったことを知

った日の翌日から起算して 日以内であっても、認定の日の翌日から起算し60

て１年を経過したときは不服の申立てをすることができなくなります。

37２ この認定の取消しを求める訴訟を提起する場合は 行政事件訴訟法 昭和、 （

年法律第 号）の規定により、この認定があったことを知った日から６ヶ月139

12以内に 国を被告として 訴訟において国を代表する者は法務大臣 同法第、 （ ）、

条に規定する裁判所に処分の取消しの訴えを提起することができます。なお、

認定があったことを知った日から６ヶ月以内であっても、認定の日から１年を

経過した場合には処分の取消しの訴えを提起することができなくなります。

様式第４号（第４条関係）

被 害 者 等 給 付 金 却 下 書

請求者： 却下年月日：平成 年 月 日

住 所 却 下 番 号： 号

氏 名 殿 （認定権者）

平成 年 月 日付けで請求の 官 職

印あった給付金の支給について、下記のと 氏 名 ○

おり却下する。

却下の

理 由

備考 １ この認定に不服があるときは、行政不服審査法（平成 年法律第 号）の26 68

規定により、この却下書を受けた日の翌日から起算して３月以内に書面で、防

衛大臣に審査請求をすることができます。なお、認定があったことを知った日

の翌日から起算して３月以内であっても、認定の日の翌日から起算して１年を

経過したときは審査請求をすることができなくなります。

37２ この認定の取消しを求める訴訟を提起する場合は 行政事件訴訟法 昭和、 （

年法律第 号）の規定により、この認定があったことを知った日から６月以139

12内に、国を被告として（訴訟において国を代表する者は法務大臣 、同法第）

条に規定する裁判所に処分の取消しの訴えを提起することができます。なお、

認定があったことを知った日から６月以内であっても、認定の日から１年を経

過した場合には処分の取消しの訴えを提起することができなくなります。
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○

若
年
定
年
退
職
者
給
付
金
に
関
す
る
省
令
（
平
成
二
十
一
年
防
衛
省
令
第
五
号
）
（
第
三
条
関
係
）

（
傍
線
部
分
は
今
回
改
正
部
分
）

改

正

案

現

行

（
給
付
金
の
支
払
を
差
し
止
め
る
際
の
措
置
）

（
給
付
金
の
支
払
を
差
し
止
め
る
際
の
措
置
）

第
十
五
条

（
略
）

第
十
五
条

（
略
）

２
・
３

（
略
）

２
・
３

（
略
）

４

前
項
の
申
立
て
を
受
け
た
給
付
金
管
理
者
は
、
速
や
か
に
事
情
の
変
化

４

前
項
の
申
立
て
を
受
け
た
給
付
金
管
理
者
は
、
速
や
か
に
事
情
の
変
化

の
有
無
を
確
認
し
、
取
消
し
の
申
立
て
に
理
由
が
な
い
と
認
め
る
場
合
に

の
有
無
を
確
認
し
、
取
消
し
の
申
立
て
に
理
由
が
な
い
と
認
め
る
場
合
に

は
、
そ
の
旨
及
び
当
該
認
定
に
不
服
が
あ
る
場
合
に
は
審
査
請
求
が
で
き

は
、
そ
の
旨
及
び
当
該
認
定
に
不
服
が
あ
る
場
合
に
は
行
政
不
服
審
査
法

る
旨
を
当
該
申
立
て
を
行
っ
た
者
に
通
知
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
昭
和
三
十
七
年
法
律
第
百
六
十
号
）
に
基
づ
き
不
服
申
立
て
が
で
き
る

旨
を
当
該
申
立
て
を
行
っ
た
者
に
通
知
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

５
・
６

（
略
）

５
・
６

（
略
）

（
退
職
後
禁
錮
以
上
の
刑
に
処
せ
ら
れ
た
場
合
等
に
給
付
金
を
支
給
し
な

（
退
職
後
禁
錮
以
上
の
刑
に
処
せ
ら
れ
た
場
合
等
に
給
付
金
を
支
給
し
な

こ

い
こ
と
と
す
る
処
分
を
行
う
際
の
措
置
）

い
こ
と
と
す
る
処
分
を
行
う
際
の
措
置
）

第
十
六
条

（
略
）

第
十
六
条

（
略
）

２

給
付
金
管
理
者
が
行
う
不
支
給
処
分
の
通
知
は
、
次
の
各
号
の
区
分
に

２

給
付
金
管
理
者
が
行
う
不
支
給
処
分
の
通
知
は
、
次
の
各
号
の
区
分
に

応
じ
当
該
各
号
に
定
め
る
様
式
の
若
年
定
年
退
職
者
給
付
金
不
支
給
処
分

応
じ
当
該
各
号
に
定
め
る
様
式
の
若
年
定
年
退
職
者
給
付
金
不
支
給
処
分

書
に
よ
り
行
う
も
の
と
す
る
。

書
に
よ
り
行
う
も
の
と
す
る
。

一

刑
事
事
件
に
関
し
禁
錮
以
上
の
刑
に
処
せ
ら
れ
た
場
合
又
は
在
職
期

一

刑
事
事
件
に
関
し
禁
錮
以
上
の
刑
に
処
せ
ら
れ
た
場
合
又
は
在
職
期

こ

間
（
法
第
二
十
七
条
の
二
に
規
定
す
る
在
職
期
間
を
い
う
。
以
下
同
じ

間
（
法
第
二
十
七
条
の
二
に
規
定
す
る
在
職
期
間
を
い
う
。
以
下
同
じ

。
）
中
の
行
為
に
関
し
法
第
二
十
七
条
の
九
第
一
項
第
一
号
に
規
定
す

。
）
中
の
行
為
に
関
し
法
第
二
十
七
条
の
九
第
一
項
第
一
号
に
規
定
す

る
再
任
用
職
員
に
対
す
る
免
職
処
分
を
受
け
た
場
合

別
記
様
式
第
八

る
再
任
用
職
員
に
対
す
る
免
職
処
分
を
受
け
た
場
合

別
記
様
式
第
八

二

給
付
金
管
理
者
に
よ
り
在
職
期
間
中
に
懲
戒
免
職
処
分
を
受
け
る
べ

二

給
付
金
管
理
者
に
よ
り
在
職
期
間
中
に
懲
戒
免
職
処
分
を
受
け
る
べ

き
行
為
を
し
た
と
認
め
ら
れ
た
場
合

別
記
様
式
第
九

き
行
為
を
し
た
と
認
め
ら
れ
た
場
合

次
の
給
付
金
管
理
者
の
区
分
に

応
じ
て
次
に
定
め
る
様
式

（
削
る
）

イ

防
衛
大
臣

別
記
様
式
第
九

（
削
る
）

ロ

防
衛
大
臣
以
外
の
者

別
記
様
式
第
十
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３
・
４

（
略
）

３
・
４

（
略
）

（
禁
錮
以
上
の
刑
に
処
せ
ら
れ
た
場
合
等
に
給
付
金
の
返
納
を
命
ず
る
際

（
禁
錮
以
上
の
刑
に
処
せ
ら
れ
た
場
合
等
に
給
付
金
の
返
納
を
命
ず
る
際

こ

の
措
置
）

の
措
置
）

第
十
七
条

（
略
）

第
十
七
条

（
略
）

２

給
付
金
管
理
者
が
行
う
返
納
命
令
処
分
の
通
知
は
、
次
の
各
号
の
区
分

２

給
付
金
管
理
者
が
行
う
返
納
命
令
処
分
の
通
知
は
、
次
の
各
号
の
区
分

に
応
じ
当
該
各
号
に
定
め
る
様
式
の
若
年
定
年
退
職
者
給
付
金
返
納
命
令

に
応
じ
当
該
各
号
に
定
め
る
様
式
の
若
年
定
年
退
職
者
給
付
金
返
納
命
令

書
に
よ
り
行
う
も
の
と
す
る
。

書
に
よ
り
行
う
も
の
と
す
る
。

一

法
第
二
十
七
条
の
十
第
一
項
第
一
号
又
は
第
二
号
の
規
定
に
よ
る
処

一

法
第
二
十
七
条
の
十
第
一
項
第
一
号
又
は
第
二
号
の
規
定
に
よ
る
処

分

別
記
様
式
第
十

分

次
の
給
付
金
管
理
者
の
区
分
に
応
じ
て
次
に
定
め
る
様
式

（
削
る
）

イ

防
衛
大
臣

別
記
様
式
第
十
一

（
削
る
）

ロ

防
衛
大
臣
以
外
の
者

別
記
様
式
第
十
二

二

法
第
二
十
七
条
の
十
第
一
項
第
三
号
の
規
定
に
よ
る
処
分

別
記
様

二

法
第
二
十
七
条
の
十
第
一
項
第
三
号
の
規
定
に
よ
る
処
分

次
の
給

式
第
十
一

付
金
管
理
者
の
区
分
に
応
じ
て
次
に
定
め
る
様
式

（
削
る
）

イ

防
衛
大
臣

別
記
様
式
第
十
三

（
削
る
）

ロ

防
衛
大
臣
以
外
の
者

別
記
様
式
第
十
四

３
～
７

（
略
）

３
～
７

（
略
）

（
遺
族
又
は
相
続
人
の
申
出
等
）

（
遺
族
又
は
相
続
人
の
申
出
等
）

第
十
九
条

法
第
二
十
七
条
の
十
一
第
一
項
又
は
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
給

第
十
九
条

法
第
二
十
七
条
の
十
一
第
一
項
又
は
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
給

付
金
の
支
給
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
者
は
、
別
記
様
式
第
十
二
の
若
年

付
金
の
支
給
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
者
は
、
別
記
様
式
第
十
五
の
若
年

定
年
退
職
者
遺
族
等
申
出
書
を
、
当
該
若
年
定
年
退
職
者
の
死
亡
後
速
や

定
年
退
職
者
遺
族
等
申
出
書
を
、
当
該
若
年
定
年
退
職
者
の
死
亡
後
速
や

か
に
、
給
付
金
支
給
機
関
の
長
に
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

か
に
、
給
付
金
支
給
機
関
の
長
に
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

２

（
略
）

２

（
略
）

（
給
付
金
の
受
給
者
の
相
続
人
か
ら
の
給
付
金
相
当
額
の
納
付
）

（
給
付
金
の
受
給
者
の
相
続
人
か
ら
の
給
付
金
相
当
額
の
納
付
）

第
二
十
四
条

給
付
金
管
理
者
が
行
う
法
第
二
十
七
条
の
十
三
第
一
項
の
規

第
二
十
四
条

給
付
金
管
理
者
が
行
う
法
第
二
十
七
条
の
十
三
第
一
項
の
規

定
に
よ
る
通
知
は
、
別
記
様
式
第
十
三
の
防
衛
省
の
職
員
の
給
与
等
に
関

定
に
よ
る
通
知
は
、
別
記
様
式
第
十
六
の
防
衛
省
の
職
員
の
給
与
等
に
関

す
る
法
律
第
二
十
七
条
の
十
三
第
一
項
に
規
定
す
る
懲
戒
免
職
等
処
分
を

す
る
法
律
第
二
十
七
条
の
十
三
第
一
項
に
規
定
す
る
懲
戒
免
職
等
処
分
を

受
け
る
べ
き
行
為
を
し
た
こ
と
を
疑
う
に
足
り
る
相
当
の
理
由
が
あ
る
旨

受
け
る
べ
き
行
為
を
し
た
こ
と
を
疑
う
に
足
り
る
相
当
の
理
由
が
あ
る
旨
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の
通
知
書
に
よ
り
行
う
も
の
と
す
る
。

の
通
知
書
に
よ
り
行
う
も
の
と
す
る
。

２

（
略
）

２

（
略
）

３

給
付
金
管
理
者
が
行
う
納
付
命
令
処
分
の
通
知
は
、
次
の
各
号
の
区
分

３

給
付
金
管
理
者
が
行
う
納
付
命
令
処
分
の
通
知
は
、
次
の
各
号
の
区
分

に
応
じ
当
該
各
号
に
定
め
る
様
式
の
若
年
定
年
退
職
者
給
付
金
相
当
額
納

に
応
じ
当
該
各
号
に
定
め
る
様
式
の
若
年
定
年
退
職
者
給
付
金
相
当
額
納

付
命
令
書
に
よ
り
行
う
も
の
と
す
る
。

付
命
令
書
に
よ
り
行
う
も
の
と
す
る
。

一

法
第
二
十
七
条
の
十
三
第
一
項
、
第
二
項
又
は
第
三
項
の
規
定
に
よ

一

法
第
二
十
七
条
の
十
三
第
一
項
、
第
二
項
又
は
第
三
項
の
規
定
に
よ

る
処
分

別
記
様
式
第
十
四

る
処
分

次
の
給
付
金
管
理
者
の
区
分
に
応
じ
て
次
に
定
め
る
様
式

（
削
る
）

イ

防
衛
大
臣

別
記
様
式
第
十
七

（
削
る
）

ロ

防
衛
大
臣
以
外
の
者

別
記
様
式
第
十
八

二

法
第
二
十
七
条
の
十
三
第
四
項
又
は
第
五
項
の
規
定
に
よ
る
処
分

二

法
第
二
十
七
条
の
十
三
第
四
項
又
は
第
五
項
の
規
定
に
よ
る
処
分

別
記
様
式
第
十
五

次
の
給
付
金
管
理
者
の
区
分
に
応
じ
て
次
に
定
め
る
様
式

（
削
る
）

イ

防
衛
大
臣

別
記
様
式
第
十
九

（
削
る
）

ロ

防
衛
大
臣
以
外
の
者

別
記
様
式
第
二
十

４
～
８

（
略
）

４
～
８

（
略
）

（
給
付
金
の
支
給
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
者
の
異
動
届
等
）

（
給
付
金
の
支
給
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
者
の
異
動
届
等
）

第
二
十
五
条

若
年
定
年
退
職
者
又
は
法
第
二
十
七
条
の
十
一
第
一
項
、
第

第
二
十
五
条

若
年
定
年
退
職
者
又
は
法
第
二
十
七
条
の
十
一
第
一
項
、
第

二
項
若
し
く
は
第
三
項
の
規
定
に
よ
り
給
付
金
の
支
給
を
受
け
る
こ
と
が

二
項
若
し
く
は
第
三
項
の
規
定
に
よ
り
給
付
金
の
支
給
を
受
け
る
こ
と
が

で
き
る
遺
族
若
し
く
は
相
続
人
は
、
第
一
条
に
規
定
す
る
第
二
回
目
の
給

で
き
る
遺
族
若
し
く
は
相
続
人
は
、
第
一
条
に
規
定
す
る
第
二
回
目
の
給

付
金
の
支
給
月
又
は
第
十
八
条
に
規
定
す
る
月
前
に
氏
名
を
改
め
た
と
き

付
金
の
支
給
月
又
は
第
十
八
条
に
規
定
す
る
月
前
に
氏
名
を
改
め
た
と
き

、
住
所
を
変
更
し
た
と
き
、
給
付
金
の
全
額
が
支
給
さ
れ
る
遺
族
を
変
更

、
住
所
を
変
更
し
た
と
き
、
給
付
金
の
全
額
が
支
給
さ
れ
る
遺
族
を
変
更

す
る
と
き
又
は
振
込
金
融
機
関
を
変
更
す
る
と
き
は
、
速
や
か
に
、
別
記

す
る
と
き
又
は
振
込
金
融
機
関
を
変
更
す
る
と
き
は
、
速
や
か
に
、
別
記

様
式
第
十
六
に
よ
る
異
動
届
出
書
を
、
給
付
金
支
給
機
関
の
長
に
提
出
し

様
式
第
二
十
一
に
よ
る
異
動
届
出
書
を
、
給
付
金
支
給
機
関
の
長
に
提
出

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

２

（
略
）

２

（
略
）
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別
記
様
式
第
八
（
裏
面
）

（
略
）

別
記
様
式
第
八
（
裏
面
）

（
略
）

（
削
る
）

（
削
る
）
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（
削
る
）

（
削
る
）
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（
削
る
）

（
削
る
）
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（
削
る
）
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（
削
る
）
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（
削
る
）
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（
削
る
）
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